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 令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 全国平均とほぼ同程度、上回っている 

〇握力     〇立ち幅跳び 

〇長座体前屈  〇20mシャトルラン 

〇50m走 

全国平均より下回っている 

△上体起こし     △ハンドボール投げ 

△反復横跳び     △体力の合計 

全国平均を上回っている種目は 4 種目あり、全国平均とほ

ぼ同等の種目が 1 種目であった。「運動が好き」と回答し

た割合が全国平均を超えているため、運動機会を創出する

ことで運動に取り組む生徒を増加できると考える。 

 全国平均とほぼ同程度、上回っている 

〇握力     〇長座体前屈 

〇50m走 

全国平均より下回っている 

△上体起こし     △ハンドボール投げ 

△反復横跳び     △20mシャトルラン 

△立ち幅跳び     △体力の合計 

 

全国平均を上回っている種目は３種目ある一方で、体力の

合計は全国平均を大きく下回っている。また、「運動をする

場所がない」と回答した割合が全国平均を上回っているこ

とから、保健体育科の授業を中心に限られた空間において

も実施可能な運動を取り入れた指導が必要であると考え

る。 

 部活動や地域のクラブ活動に所属している

男子の割合は全国平均とほぼ同程度であるが、

女子は下回っている。 

「運動が好き」と回答した男子の割合は全国平均を

上回っているが、女子は下回っている。 

部活動や地域クラブ活動に参加している割合が低い

ことから、保健体育科の授業を充実させ、運動が好

きな生徒を多くしていく必要があると考える。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 
②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 
③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 ○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用 

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用 

○学校独自の児童・生徒アンケートや保護者アンケート等の活用 

○学校運営協議会・学校関係者評価等の活用  

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇１ 保健体育科の授業改善を進め、

生徒が「分かる・できる」と実感

できる授業実践を心がけ、個に

応じた指導の充実を図る。 

〇２ 各学年で新体力テストを実施

し、経年変化や各体力の要素を

分析する。課題となる体力の向

上を図る運動を授業の中に取り

入れる。 

〇３ 運動や健康についての自他の課

題を発見し、仲間とともに話し

合い、学び合うことで、健康の

保持増進と体力の向上を目指

す。 

 

 

 

○１ 保健室から「保健だより」を定期

的に発行し、健康に関する正しい

知識や新しい情報に関心を高める

活動を行う。 

○２ 仲間とのかかわりを通して、「い

のち」の大切さや「こころ」の健

康をお互いに高めながら、ともに

学校生活を充実させていく態度を

育む。 

〇３ 食事に関する興味や関心を育み、

アレルギーのしくみや発育発達に

必要な栄養素の役割を学び、実生

活に取り入れようとする態度を育

てる。 

○１ 体育大会や球技大会といった体

育的行事を通して、日々の取組の

成果と課題を把握するとともに、

運動に取り組むことや、仲間と協

力するなかで、生涯にわたって運

動に親しめるように意欲を高め

る。  

〇２ 保体専門委員が中心となり、昼休

みに体育館、グラウンドの開放を

行い、子どもが運動できる場を設

定する。 



 


